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何より大事なのが、火災の原因をつくらないこと。放火を除
くと、火災の原因で多いのがコンロからの出火です。揚げ物
など、火を使った料理中に電話や来客があった時には必ず一
旦、火をとめましょう。次に多いのが寝たばこ、飲酒時の置
きたばこなどの火の不始末。灰皿に水を入れるなどの対策を
し、危険な習慣はすぐに改めてください。また、コンセント
周辺にホコリがたまっていたり、タコ足配線になっていると、
そこから出火することも。こまめに掃除し、タコ足配線は絶
対にやめるなど、生活習慣の見直しが大切です。

火事の原因を
つくらない！①

ST
EP

火災警報機や消化器は、定期的に設置場所や使い方
を確認しておきましょう。キッチンや寝室の天井に
設置されている火災報知器は、煙や熱を感知し、警
報音などで火災を知らせます。いざという時に正常
に作動するよう、日ごろからホコリや汚れを取り除
き、月に一度は電池が切れていないかを確認してく
ださい。引きひもを引いたり、ボタンを押すことで
確認できます。また、玄関付近に物を置くと、いざ
という時の避難経路をふさいでしまうだけでなく、
消火活動の妨げになるため、絶対にやめましょう。

火災用設備を定期的
にチェック！②
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入居者の皆さまの暮らし応援通信

vol.15

いのちを守る
防火＆火災対策３ステップ

火事が増える冬こそ見直そう！ 保 存 版
災害に備えて保管して

おきましょう

万が一、火災に遭ってしまった
場合、まずは 119番に通報し
て、大きな声で「火事だ」と叫
び、周りに知らせましょう。次
に天井まで火が上っていないの
であれば、消火器や、右図のよ
うに濡らした毛布などを使って
消火を試みて。ただし、間に合
わないと思ったら、躊躇せずに
避難しましょう。煙がある時は、
水で濡らしたハンカチなどを口
に当て、身を低くしながら避難
を。煙には有毒ガスが含まれて
いる場合があり、吸い込むと動
けなくなってしまうことも。ま
た、一旦避難したら、絶対に
戻らず、逃げ遅れた人がいると
思ったら、すぐに消防隊員に伝
えてください。

火災時際の初期消火方法
と避難の仕方を確認③
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セキスイハイム不動産 住まいるサポートサービス

フリーダイヤル　24時間365日受付いたします

毎日、どこかで必ず発生している火災被害。特に空気が乾燥する冬は、火災が増える
傾向にあります。取り返しのつかない大きな被害を生み出してしまう前に、今一度、
わが家に危険な場所がないかを見直し、もしもの時の対処法を覚えておきましょう。

＜火元別 初期消火の方法＞




